
2023年度 専門学校北海道福祉・保育大学校 社会福祉学科

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 2単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 15回 時間数 30時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

80%

20%

％

％

％

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 ソーシャルワークの心理学③ 支援者支援、制度利用と心理的ケア（教科書P219～229）

心理学の理論を基礎とした支援方法① 心理アセスメント、心理的支援の基本的技法（教科書P152～172）

心理学の理論を基礎とした支援方法② 各種心理療法、心理の専門職（教科書P173～194）

ソーシャルワークと心理学①
子ども・家庭福祉領域、高齢者福祉領域の心理的支援の実際（教科書P198～
207）を基にした事例検討

認知と言語の発達、アタッチメント理論（教科書P107～122）

日常生活と心の健康 心の不適応、健康生成論（教科書P124～149）

ソーシャルワークと心理学②
障がい児・者福祉領域、精神保健福祉領域の心理的支援の実際（教科書P208～
218）を基にした事例検討

心理学はソーシャルワークの実践で必要とされる重要な学問の1つです。対人援助の場面で、心理学の知識がどのように活用できるのかについて着目しながら
理解を深めてください。授業開講までにテキストを一読しておくことをお勧めします。

心の生物学的基盤 神経系、脳の構造、遺伝と環境について（教科書P20～28）

感情・動機づけ・欲求 感情の仕組みと機能、動機づけ理論（教科書P29～44）

履修主題・
履修内容

履修主題 履修内容

心理学の視点 心理学の歴史と対象、心を探求する方法の発展（教科書P2～17）

学習・行動① 古典的条件づけとオペラント条件づけ（教科書P54～63）

学習・行動② 学習理論と心理的支援

感覚・知覚、認知、知能
知覚の情報処理過程（教科書P45～52）、注意・記憶、思考・認知バイアス（教科書
P64～74）、知能（教科書Ｐ75～78）

パーソナリティと社会の中での心理 パーソナリティ理論（教科書P79～95）

人の心の発達過程① ライフステージと発達課題（教科書P98～106）

人の心の発達過程②

講義

ソーシャルワーク実践において求められる心理学の基本的知識と心理的支援の方法を学ぶ。

学んだ心理学の知識や支援方法を実践の中でどのように活用できるのか説明できる。

テキスト・
参考図書等

『最新　社会福祉士養成講座　精神保健福祉士養成講座２　心理学と心理的支援』　一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟編集　中央法規出版

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

レポートの内容・期末試験の成績から総合的に判断

レポート

小テスト

提出物

その他

2年・後期

授業科目
（科目ＩＤ）

心理学理論と心理的支援 和田　晃尚

臨床心理士として児童養護施設に勤務✔



2023年度 専門学校北海道福祉・保育大学校 社会福祉学科

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□ 介護福祉士としてケアハウスに勤務

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 2単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 15回 時間数 30時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

60%

％

10%

10%

20%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

認知症ケアの実際①（髙橋）

認知症の人へのさまざまなアプローチ①（髙橋）

認知症の人へのさまざまなアプローチ②（髙橋）

2年・前期

授業科目
（科目ＩＤ）

認知症の理解Ⅱ

『最新・介護福祉士養成講座13　認知症の理解　第2版』　介護福祉士養成講座編集委員会　中央法規出版

認知症の人へのケア（コミュニケーション・食事・排泄）

認知症ケアの実際②（髙橋） 認知症の人へのケア（入浴・睡眠・ＢＰＳＤへの対応）

履修主題・
履修内容

履修主題 履修内容

オリエンテーション、1年の振り返り（髙橋） 本授業の進め方、1年次の振り返りテスト、パーソン・センタード・ケアについて

ユマニチュード・バリデーション・回想法等

髙橋　綾

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

定期テスト、小テスト、提出物、グループワークや発表への積極的姿勢などを総合的に評価します。

レポート

小テスト

提出物

その他

講義

認知症の人が「その人らしく暮らす」ために、関わる際の留意点と地域で支える具体的な視点について学習します。

認知症の理解と、認知症の人の理解ができ、その人らしさを大切にした関わりが出来る。

テキスト・
参考図書等

認知症の人のアセスメント(髙橋）

コグニサイズ、ふまねっと、シナプソロジー等

まとめ（髙橋） 認知症の理解のまとめ、定期試験対策

地域におけるサポート体制（木元） 地域のサポート体制について

認知症の人の理解（髙橋） ＶＲ体験②

認知症の人の理解（髙橋） ＶＲ体験①

介護者支援（髙橋）

センター方式・ひもときシートの理解

認知症の人の地域生活支援（髙橋）

家族への支援、介護福祉職への支援

認知症の人へのさまざまなアプローチ③（髙橋）

タクティールケア・学習療法等

当該科目では、認知症に関する基礎的知識を活かして、関わりや地域で支える視点および実践的な内容の授業を展開します。各授業において小テストを実施し基
礎的知識の確認をします。2・3・4の授業は、現場の介護福祉士の講義となります。認知症の人の理解を深め、関わることができるように学ぶ意欲をもって授業に
臨んでください。

認知症ケアの実際①（越後） 現場で行われているケアの実際（音楽療法）

認知症ケアの実際②（越後） 現場で行われているケアの実際（音楽療法）

地域包括ケアシステムにおける認知症ケア・地域生活支援

✔✔✔✔



2023年度 専門学校北海道福祉・保育大学校 社会福祉学科 別紙1

担当教員 越後　若葉

(実務経験） 　　有　□　　　無　□ 介護福祉士として介護老人保健施設に勤務

対象年次・学期 担当教員 木元　国友

授業形態 (実務経験） 　　有　□　　　無　□ 介護福祉士として地域共生施設に勤務

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

講義

授業科目
（科目ＩＤ）

認知症の理解Ⅱ

2年・前期

✔

✔

✔

✔

✔✔

✔✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔



2023年度 専門学校北海道福祉・保育大学校 社会福祉学科

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 4単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 34回 時間数 68時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

70%

％

10%

％

20%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修主題・
履修内容

急変・事故発生時の対応と事前対策　　　　　　　　　　　　　　　　　《確認テスト》第1節　高齢者および障害児・者の喀痰吸引概論

講義を中心に板書、DVD等の視覚教材、演習を行います。・人工呼吸器、喀痰吸引、経管栄養等はシュミレーターを使用し学びます。・単元ごとの確認テストを実
施し、復習に役立てます。※この授業は34コマ必ず出席しなければ単位修得はできません。また、授業終了後に実施する試験に合格しなければ、医療的ケアⅡ
へは進めませんので、毎回の授業の中で知識を習得するように努力してください。

第1節　医行為について 医行為とは、医療的ケアにおける個人の尊厳・医療の倫理

第1節　喀痰吸引等制度（社会福祉士及び介護福祉士法の改正）
医療制度とその変遷、社会福祉士及び介護福祉士法の改正、
改正法による喀痰吸引等制度の概要

履修主題 履修内容

第1章第1節　医療的ケアとは オリエンテーション　医療的ケアとは、医療的ケア実施の基礎

第1節　高齢者および障害児・者の喀痰吸引概論 喀痰吸引とは

第1節　高齢者および障害児・者の喀痰吸引概論 喀痰吸引に関連した感染・危険性・安全確認

第1節　高齢者および障害児・者の喀痰吸引概論 人工呼吸器と吸引1

第1節　高齢者および障害児・者の喀痰吸引概論 人工呼吸器と吸引2

第1節　高齢者および障害児・者の喀痰吸引概論
子どもの吸引について
吸引を受ける利用者や家族の気持ちと対応、説明と同意

第2節　安全な療養生活
喀痰吸引や経管栄養の安全な実施
【リスクマネジメント、ヒヤリハット・アクシデント】

第2節　安全な療養生活 救急蘇生　救急蘇生法の実際（DVD鑑賞後実施）

第3節　清潔保持と感染予防 感染予防、介護福祉職の感染予防、療養環境の清潔、消毒法、消毒と滅菌

第4節　健康状態の把握 身体・精神の健康　健康状態を知る項目（バイタルサインなど）

第4節　健康状態の把握 急変状態について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《確認テスト》

第2章　第1節　高齢者および障害児・者の喀痰吸引概論 呼吸のしくみとはたらき　いつもと違う呼吸状態、呼吸の音を聞いてみよう！

講義

医療的ケアが必要な人の安全で安楽な生活を支えるという観点から、医療職との連携のもとで医療的ケアを安全・適切に実施できるように必要な知識・技術を習
得する。

医療的ケアを安全・適切に実施するための必要な知識が述べられ、必要な物品を準備し手順が説明できる。

テキスト・
参考図書等

『最新・介護福祉士養成講座15医療的ケア　第2版』　介護福祉士養成講座編集委員会　中央法規出版

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

この科目は、34コマすべての授業を受講しなければ評価を受けられません。
受講後試験を実施します。
試験、小テスト、各実施手順の参加態度など総合的に勘案し評価します。

レポート

小テスト

提出物

その他

2年・通年

授業科目
（科目ＩＤ）

医療的ケアⅠ 嶌田　美穂子

看護師として病院に勤務✔



16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

履修主題・
履修内容

第2節　高齢者および障害児・者の経管栄養実施手順解説 経管栄養まとめ、今までの振り返り　　　　　　　　　　　　　　　　　　《確認テスト》

第2節　高齢者および障害児・者の経管栄養実施手順解説 経管栄養で用いる器具・器材とそのしくみ、清潔保持

第2節　高齢者および障害児・者の経管栄養実施手順解説 経管栄養の技術と留意点、経管栄養に必要なケア、報告および記録

第2節　高齢者および障害児・者の経管栄養実施手順解説 経管栄養（経鼻経管・胃ろう）実施手順2

第2節　高齢者および障害児・者の経管栄養実施手順解説 経管栄養（経鼻経管）実施手順1

第1節　高齢者および障害児・者の経管栄養概論
子どもの経管栄養、経管栄養に関係する感染と予防、
経管栄養を受ける利用者や家族の気持ちと対応、説明と同意

第1節　高齢者および障害児・者の経管栄養概論
経管栄養により生じる危険、注入後の安全確認、
急変・事故発生時の対応と事前対策　　　　　　　　　　　　　　　　　《確認テスト》

第2節　高齢者および障害児・者の経管栄養実施手順解説 経管栄養（胃ろう・半固形化栄養剤）実施手順3

第2節　高齢者および障害児・者の喀痰吸引実施手順解説 喀痰吸引（口腔内・鼻腔内）実施手順2

第1節　高齢者および障害児・者の経管栄養概論 注入する栄養剤に関する知識、経管栄養実施上の留意点

喀痰吸引まとめ                                                                   《確認テスト》

第3章　第1節　高齢者および障害児・者の経管栄養概論 消化器系のしくみとはたらき

第1節　高齢者および障害児・者の経管栄養概論 消化・吸収とよくある消化器の症状、経管栄養とは

第2節　高齢者および障害児・者の喀痰吸引実施手順解説

第2節　高齢者および障害児・者の喀痰吸引実施手順解説 喀痰吸引（気管カニューレ内）実施手順3

第2節　高齢者および障害児・者の喀痰吸引実施手順解説 喀痰吸引（口腔内・鼻腔内・気管カニューレ内）手順確認1

第2節　高齢者および障害児・者の喀痰吸引実施手順解説 喀痰吸引（口腔内・鼻腔内・気管カニューレ内）手順確認2

第2節　高齢者および障害児・者の喀痰吸引実施手順解説 喀痰吸引で用いる器具・器材のしくみ、清潔保持、吸引の技術と留意点

第2節　高齢者および障害児・者の喀痰吸引実施手順解説 喀痰吸引（口腔内・鼻腔内）実施手順1

第2節　高齢者および障害児・者の喀痰吸引実施手順解説 喀痰吸引にともなうケア、報告および記録



2023年度 専門学校北海道福祉・保育大学校 社会福祉学科

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 2単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 15回 時間数 30時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

60%

％

10%

10%

20%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 まとめ 小テスト解説　など

子どもの福祉課題と支援⑥
・スクールソーシャルワーク
・少年非行

子どもの福祉課題と支援⑦ ・若者支援

子どもの福祉課題と支援⑧ ・障害のある子どもへの支援

・社会的養護

子どもの福祉課題と支援⑤
・ひとり親家庭への支援
・ドメスティック・バイオレンスと女性支援

子どもの福祉課題と支援⑨
・ソーシャルアクション
・当事者参画とアドボカシーにかかわる実践・小テスト

主体的な参加姿勢で受講することを期待する。

子どもの権利保障の歴史 ・子ども家庭福祉の歴史

子ども家庭を取り巻く現代社会
・子ども家庭を取り巻く社会環境
・現代社会における課題と子育ち・子育てへの影響

履修主題・
履修内容

履修主題 履修内容

子ども家庭福祉の理念及び概念 ・子ども家庭福祉とは何か

子ども家庭福祉の支援の基盤 ・子ども家庭福祉の法体系、実施体制、関係機関など

子ども家庭福祉におけるソーシャルワーク
・こども家庭福祉におけるソーシャルワークの意味
・アセスメント、支援の展開と連携　など

子どもの福祉課題と支援①
・子ども・子育て支援
・母子保健

子どもの福祉課題と支援②
・保育
・要保護児童等と在宅支援

子どもの福祉課題と支援③ ・児童虐待にかかわる支援

子どもの福祉課題と支援④

講義

子ども家庭福祉領域のソーシャルワーカーとなるために必要な基礎的知識を習得する。そして、子ども家庭福祉領域のソーシャルワーカーとしての価値を醸成
する。

①権利保障の歴史や子ども観の変遷の概要を説明できる。②児童福祉法や児童虐待防止法など関係する各法制度内容に関して説明ができる。③子ども家庭
福祉領域に携わる関係機関と専門職に関して説明できる。④子ども家庭福祉領域における課題と支援について述べることができる。⑤子ども家庭福祉領域の
理念・価値や社会福祉士の役割について述べることができる。

テキスト・
参考図書等

『最新　社会福祉士養成講座３　児童・家庭福祉』　日本ソーシャルワーク教育学校連盟編集　中央法規出版

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

・定期試験、小テスト、提出物、授業の参加態度（質問や発言、話を聞く態度など）を総合的に評価する。

レポート

小テスト

提出物

その他

2年・後期

授業科目
（科目ＩＤ）

児童・家庭福祉 田村　志帆

社会福祉士・精神保健福祉士として若者支援機関・児童
精神科に勤務✔



2023年度 専門学校北海道福祉・保育大学校 社会福祉学科

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 2単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 15回 時間数 30時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

80%

％

％

％

20%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 まとめと振り返り まとめと振り返り

低所得者に対する法制度 低所得者対策・ホームレス対策

貧困に対する支援における関係機関と専門職の役割
貧困に対する支援における公私の役割関係・国、都道府県、市町村の役割・福祉
事務所の役割

貧困に対する支援における関係機関と専門職の役割
自立相談支援機関の役割・その他の貧困に対する支援における関係機関の役割
・関連する専門職等の役割

最低生活保障水準と生活保護基準・保護の動向

低所得者に対する法制度 生活困窮者自立支援制度・生活福祉資金貸付制度

貧困に対する支援の実際
貧困に対する支援における社会福祉士の役割・支援に必要とされる視点と基本姿
勢・貧困に対する支援の実際

今日の社会経済状況等を背景に、生活保護の必要性が高まっています。また、生活保護制度をめぐっては様々な議論がなされ改革が行われており、テレビや
新聞等でその動向をチェックしておきましょう。

公的扶助の概念　・貧困の概念と貧困状態にある人の生活実態とこ
れを取り巻く社会環境

公的扶助の意義と役割・貧困の概念・貧困状態にある人の生活実態・貧困状態に
ある人を取り巻く社会環境

貧困の歴史 貧困状態にある人に対する福祉の理念・貧困観の変遷

履修主題・
履修内容

履修主題 履修内容

公的扶助の概念 公的扶助の概念と範囲

貧困の歴史 貧困に対する制度の発展過程

生活保護制度 生活保護法の構成・生活保護法の目的と原理、原則

生活保護制度 保護の種類と内容および方法

生活保護制度 保護施設･被保護者の権利および義務・不正、不適正受給対策

生活保護制度 不服申し立て訴訟・保護の財源、予算

生活保護制度

講義

市民生活を守る社会保障・社会福祉制度の最後のセーフティネットとして位置付けられている公的扶助、その概念と範囲、意義と役割について学び、「貧困」や
「低所得」と呼ばれている問題についての理解を図ります。さらに貧困・低所得者対策としての生活保護制度をはじめ他の低所得者対策の制度的仕組み、福祉
事務所を中心とした生活保護の運営実施体制や、貧困・低所得者に対して行われる相談援助活動の実際などについて学びます。

多様な貧困の様相から現代社会の問題点を述べ、生活保護制度や低所得者に対する法制度を説明することができる。

テキスト・
参考図書等

『最新　社会福祉士養成講座　４　貧困に対する支援』　一般社団法人　日本ソーシャルワーク教育学校連盟編集　中央法規出版

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

定期試験、授業中の発言内容や質疑など総合的に判断して評価します。

レポート

小テスト

提出物

その他

2年・前期

授業科目
（科目ＩＤ）

貧困に対する支援 安田　昌彰

社会福祉士として社会福祉士事務所を運営✔



2021年度 専門学校北海道福祉・保育大学校 社会福祉学科

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 単位数

授業形態 授業回数（１回９０分） 時間数

授業目的

到達目標

評価割合（％）

％

％

％

％

％

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

授業科目
（科目ＩＤ）

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

レポート

小テスト

提出物

その他

テキスト・
参考図書等

履修主題・
履修内容

履修主題 履修内容



2023年度 専門学校北海道福祉・保育大学校 社会福祉学科

担当教員

(実務経験） 　　有　☑　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 4単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 30回 時間数 60時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

70%

％

％

20%

10%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

2年・前期

授業科目
（科目ＩＤ）

ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 小林　智子

社会福祉士として成年後見に従事

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

定期試験結果、提出物（課題等）、授業での積極的な発言や発言内容を総合的に判断して最終評価を行いま
す。

レポート

小テスト

提出物

その他

講義

本科目では、①人と環境との交互作用に関する理論とミクロ・メゾ・マクロにおけるソーシャルワークについて理解する。➁ソーシャルワークの様々な実践アプ
ローチについて理解する。③ソーシャルワークの過程とそれに係る知識・技術について理解する。④コミュニティワークの概念とその展開について理解する。⑤
ソーシャルワークにおけるスーパービジョンについて理解する。以上、5つのポイントを目的とする。

ソーシャルワークおよびコミュニティワーク実践を展開する上で必要となる基礎知識・技術とその基盤となる理論、ならびにスーパービジョンについて説明するこ
とができる。

テキスト・
参考図書等

『最新　社会福祉士養成講座　精神保健福祉士養成講座12　ソーシャルワークの理論と方法［共通科目］』　日本ソーシャルワーク教育学校連盟　中央法規出
版

履修主題・
履修内容

履修主題 履修内容

第1章　人と環境の交互作用に関する理論とソーシャルワーク① ソーシャルワーカーが学ぶ理論　システム理論

第3章　ソーシャルワークの過程 アセスメントの意義と目的　方法　留意点

第4章　ソーシャルワークの過程 プランニングの意義と目的　プロセスと方法　留意点

第5章　ソーシャルワークの過程 支援の実施　モニタリング　効果測定

第6章　ソーシャルワークの過程 支援の終結　支援の結果評価　アフターケア

第7章　ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ① 治療モデル　ストレングスモデル　生活モデル（ライフモデル）

第7章　ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ➁

本科目では、ソーシャルワーカーとして実践をしていくための基礎知識を身につけます。難しい専門用語が頻出しますが専門職として実践していくための基盤と
なりますので、積極的に、そして関心を持って受講して下さい。分からないことはそのままにせず、質問して下さい。

第1章　人と環境の交互作用に関する理論とソーシャルワーク➁ 生態学理論　ライフモデル　バイオ・サイコ・ソーシャルモデル

第2章　ソーシャルワークの過程 ケースの発見　エンゲージメント（インテーク）

心理社会的アプローチ　機能的アプローチ

第7章　ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ③ 問題解決アプローチ　課題中心アプローチ

第7章　ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ④ 行動変容アプローチ　認知アプローチ

第7章　ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ⑤ 危機介入アプローチ　エンパワメントアプローチ

第7章　ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ⑥ ナラティヴアプローチ　解決志向アプローチ

第7章　ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ⑦ さまざまなアプローチ

第8章　ソーシャルワークの面接① 面接の意義と目的　面接の方法と実際　留意点



16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30 第15章　スーパービジョンとコンサルテーション➁ コンサルテーションの意義、目的、方法

第10章　ケアマネジメント（ケースマネジメント）① ケアマネジメント（ケースマネジメント）の原則

第9章　ソーシャルワークの記録① 記録の意義と目的　記録の内容

第15章　スーパービジョンとコンサルテーション① スーパービジョンの意義、目的、方法

面接の構造と場面　面接の技法第8章　ソーシャルワークの面接➁

第14章　ソーシャルアクション➁ コミュニティ・オーガナイジング

第13章　ソーシャルアドミニストレーション➁ 組織介入・組織改善の実践モデル　組織運営における財源の確保

第12章　コミュニティワーク➁ コミュニティワークの理論的系譜とモデル

第11章　グループを活用した支援 グループワークの意義と目的　展開過程　セルフヘルプグループ

コミュニティワークの意義と目的　コミュニティワークの展開

第13章　ソーシャルアドミニストレーション① ソーシャルアドミニストレーションの概念とその意義

第14章　ソーシャルアクション① ソーシャルアクションの概念とその意義

第9章　ソーシャルワークの面接③ 言語的面接技法　マイクロカウンセリング

第9章　ソーシャルワークの記録➁ 記録のフォーマット　SOAPノート

第10章　ケアマネジメント（ケースマネジメント）➁ ケアマネジメント（ケースマネジメント）の意義と方法

第12章　コミュニティワーク①



2021年度 専門学校北海道福祉・保育大学校 社会福祉学科 別紙1

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 担当教員

授業形態 (実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

授業科目
（科目ＩＤ）

✔

✔



2023年度 専門学校北海道福祉・保育大学校 社会福祉学科

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 4単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 30回 時間数 60時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

70%

％

％

20%

10%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

第2章　ソーシャルワークにおける援助関係の形成① 援助関係形成の意義と概念

第3章　ネットワークの形成① ネットワーキング

第3章　ネットワークの形成② コーディネーション

第1章　総合的かつ包括的な支援におけるソーシャルワークの実際③家族支援の実際②

地域支援の実際①

第1章　総合的かつ包括的な支援におけるソーシャルワークの実際⑨非常時や災害時支援の実際③

2年・後期

授業科目
（科目ＩＤ）

ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 小林　智子

社会福祉士として成年後見活動に従事

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

・定期試験結果、提出物（課題等）、授業での積極的な発言や発言内容を総合的に判断して最終評価を行いま
す。

レポート

小テスト

提出物

その他

講義

①総合的かつ包括的な支援の実際について理解する。②援助関係の形成に関する知識と技術について理解する。③ネットワークの形成や社会資源の活用・
調整・開発について理解する。④カンファレンスの意義や留意点、事例分析の方法について理解する。⑤関連技法について理解する。

①援助関係の形成、ネットワーキングおよび社会資源の活用や関連技法について理解している。②カンファレンスや事例分析の方法について理解している。③
総合的かつ包括的、実際的な支援について説明できる。

テキスト・
参考図書等

『最新・社会福祉士養成講座6ソーシャルワークの理論と方法［社会専門］』
一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟　中央法規出版

履修主題・
履修内容

履修主題 履修内容

オリエンテーション 本科目の目的と進め方（シラバスの確認）、ソーシャルワーク理論の振り返り

第1章　総合的かつ包括的な支援におけるソーシャルワークの実際④家族支援の実際③

第1章　総合的かつ包括的な支援におけるソーシャルワークの実際⑤

非常時や災害時支援の実際①

第1章　総合的かつ包括的な支援におけるソーシャルワークの実際⑥地域支援の実際②

第1章　総合的かつ包括的な支援におけるソーシャルワークの実際⑦

第1章　総合的かつ包括的な支援におけるソーシャルワークの実際⑧非常時や災害時支援の実際②

第2章　ソーシャルワークにおける援助関係の形成② 援助関係の形成方法と留意点

本科目は、ソーシャルワークの基盤となる知識を身につける科目です。自分の中に落とし込んで理解するように努めてください。

第1章　総合的かつ包括的な支援におけるソーシャルワークの実際①総合的かつ包括的支援の考え方

第1章　総合的かつ包括的な支援におけるソーシャルワークの実際②家族支援の実際①

第4章　ソーシャルワークにおける社会資源の活用・調整・開発① 社会資源とは何か①

✔
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17
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25

26

27

28

29

30

第4章　ソーシャルワークにおける社会資源の活用・調整・開発② 社会資源とは何か②

第4章　ソーシャルワークにおける社会資源の活用・調整・開発④ 社会資源開発のさまざまな方法

第5章　カンファレンス③ ミクロ・メゾ・マクロの会議②

第5章　カンファレンス① 会議の種類と方法

第5章　カンファレンス② ミクロ・メゾ・マクロの会議①

第6章　事例分析、事例検討、事例研究① 事例分析

第6章　事例分析、事例検討、事例研究② 事例検討

第6章　事例分析、事例検討、事例研究③

第7章　ソーシャルワークに関連する技法⑤ ソーシャル・マーケティング

ソーシャルワーク実践と社会資源第4章　ソーシャルワークにおける社会資源の活用・調整・開発③

第7章　ソーシャルワークに関連する技法② コンフリクト・レゾリューション

第7章　ソーシャルワークに関連する技法③ ファシリテーション

第7章　ソーシャルワークに関連する技法④ プレゼンテーション

事例研究①

第6章　事例分析、事例検討、事例研究④ 事例研究②

第7章　ソーシャルワークに関連する技法① ネゴシエーション



2021年度 専門学校北海道福祉・保育大学校 社会福祉学科

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 単位数

授業形態 授業回数（１回９０分） 時間数

授業目的

到達目標

評価割合（％）

％

％

％

％

％

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修主題・
履修内容

履修主題 履修内容

テキスト・
参考図書等

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

レポート

小テスト

提出物

その他

授業科目
（科目ＩＤ）



2023年度 専門学校北海道福祉・保育大学校 社会福祉学科

担当教員

(実務経験） 　　有　☑　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 2単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 30回 時間数 60時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

％

％

％

60%

40%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

実践事例の検討⑫ 独居高齢者に対する支援事例の検討と実践の理解④

実践事例の検討⑬ 障害者に対する支援事例の検討と実践の理解①

実践事例の検討⑭ 障害者に対する支援事例の検討と実践の理解②

実践事例の検討⑮ 障害者に対する支援事例の検討と実践の理解③

独居高齢者に対する支援事例の検討と実践の理解①

実践事例の検討⑩ 独居高齢者に対する支援事例の検討と実践の理解②

実践事例の検討⑪ 独居高齢者に対する支援事例の検討と実践の理解③

ソーシャルワーク実践事例の分析・検討を通して、様々なクライエントの課題状況や支援のあり方について理解を深めます。その際に、ロールプレイ、グループ
ディスカッション、記録等を行いますので、積極的に参加して下さい。クライエントの立場に立ち、どのような支援が適切かを皆さんで考えていきましょう。配布さ
れたレジメや参考資料は各自で必ずファイリングして下さい。

実践事例の検討② 虐待に対する支援事例の検討と実践の理解②

実践事例の検討③ 虐待に対する支援事例の検討と実践の理解③

履修主題・
履修内容

履修主題 履修内容

実践事例の検討① 虐待に対する支援事例の検討と実践の理解①

実践事例の検討④ 虐待に対する支援事例の検討と実践の理解④

実践事例の検討⑤ 貧困家庭に対する支援事例の検討と実践の理解①

実践事例の検討⑥ 貧困家庭に対する支援事例の検討と実践の理解②

実践事例の検討⑦ 貧困家庭に対する支援事例の検討と実践の理解③

実践事例の検討⑧ 貧困家庭に対する支援事例の検討と実践の理解④

実践事例の検討⑨

演習

①ソーシャルワークの展開過程において用いられる、知識と技術を実践的に理解する。➁社会福祉士に求められるソーシャルワークの価値判断を理解し、倫理的な判断能力を
養う。③支援を必要とする人を中心とした分野横断的な総合的かつ包括的な支援について実践的に理解する。④ソーシャルワークの実践に必要な知識と技術の統合を行い、
専門的援助技術として概念化し理論化し体系立てて行くことができる能力を習得する。

ソーシャルワークの価値を基盤として知識・技術を活用し、支援を必要とする人々とさまざまな課題状況への支援展開とその支援内容を検討・記録することがで
きる。

テキスト・
参考図書等

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

提出物の提出状況や内容、グループワークでの検討内容や積極的な参加姿勢、ロールプレイ等を総合的に評
価します。

レポート

小テスト

提出物

その他

2年・通年

授業科目
（科目ＩＤ）

ソーシャルワーク演習Ⅱ 小林　智子

社会福祉士として成年後見に従事



16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ソーシャルワーク実践の展開⑫ 貧困家庭への支援とネットワーキング、ソーシャルアクションの理解と実践

ソーシャルワーク実践の展開⑬ 貧困家庭への支援（グループワーク実践の検討）

事例検討のまとめ 様々なソーシャルワーク事例に共通する価値の理解

ソーシャルワーク実践の展開⑨ 貧困家庭への支援（アセスメント面接②）

ソーシャルワーク実践の展開⑩
貧困家庭への支援（プランニング～支援の実施）とプレゼンテーション、コーディ
ネーションの理解と実践

ソーシャルワーク実践の展開⑪ 貧困家庭への支援（モニタリング～アフターケア）

ソーシャルワーク実践の展開⑥ 高齢者虐待への支援（モニタリング～アフターケア）

ソーシャルワーク実践の展開⑦ 貧困家庭への支援（ケース発見～インテーク面接）

ソーシャルワーク実践の展開⑧ 貧困家庭への支援（アセスメント面接①）

高齢者虐待への支援（ケース発見～インテーク）とアウトリーチ、チームアプローチ
の理解と実践②

ソーシャルワーク実践の展開③ 高齢者虐待への支援（アセスメント面接①）

ソーシャルワーク実践の展開④ 高齢者虐待への支援（アセスメント面接②）

実践事例の検討⑯ 障害者に対する支援事例の検討と実践の理解④

ソーシャルワーク実践の展開①
高齢者虐待への支援（ケース発見～インテーク）とアウトリーチ、チームアプローチ
の理解と実践①

ソーシャルワーク実践の展開②

ソーシャルワーク実践の展開⑤
高齢者虐待への支援（プランニング～支援の実施）とネゴシエーション、ファシリ
テーションの理解と実践



2021年度 専門学校北海道福祉・保育大学校 社会福祉学科 別紙1

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 担当教員

授業形態 (実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

授業科目
（科目ＩＤ）

✔

✔



2023年度 専門学校北海道福祉・保育大学校 社会福祉学科

担当教員

(実務経験） 　　有　☑　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 4単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 30回 時間数 60時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

40%

％

％

30%

30%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 実習記録への取り組み①　事例研究への取り組み①　(髙泉・吉岡）

実習記録、事例研究の概要　(髙泉・吉岡）

高齢分野の対象者、施設・機関、地域社会の理解
各実習分野の対象者、施設・機関、地域社会の理解①　(髙泉・吉
岡）

実習記録様式への記入①　事例研究様式への記入①

実習記録・事例研究の位置づけ、意義、目的、方法、様式、留意点

履修主題・
履修内容

過去実習先一覧の公開、「ジェネリックな学び」の理解、現場体験学習、自己学習

実習の三層構造と実習プログラムの理解　(髙泉・吉岡）

多様な職種の理解、連携の熟考

実習先の提示と説明、実習先選定における留意点　(髙泉・吉岡）

実習中におけるリスクや悩み、ジレンマ　(髙泉・吉岡） リスクマネジメント、悩み、ジレンマの捉え方・構造・対処

実習スーパービジョンと訪問・帰校指導、実習中間評価　(髙泉・吉岡）
スーパービジョンの意義・目的、機能、スーパーバイジーの権利、実習スーパービジョ
ンの二重構造、実習計画書を用いた中間評価、巡回指導

事後学習・総括レポート・実習報告会の意義、目的、方法　(髙泉・吉
岡）

本科目は実習前の準備であり、授業での取り組みが実習に反映され、実習での学びの質や実習の評価に影響することを意識して参加すること。実習はクライエン
トや実習機関の協力のもと実現できる貴重な機会であり、周囲の方への感謝や敬意を忘れずに主体的・積極的に行動する必要がある。その具体的な行動として
「自分が何をすべきか」を実習前に熟考し、見出すものが本科目である。心して全授業に参加すること。

実習全体の流れと到達目標及び評価①　(髙泉・吉岡）
実習前―実習中―実習後に及ぶ学習過程の理解、国通知及び道ブロックの実習評価
表、実習評価ガイドライン①

実習における個人のプライバシーの保護と守秘義務の理解　(髙泉・
吉岡）

国通知及び道ブロックの実習評価表、実習評価ガイドライン②

養成校・実習機関・実習生による情報管理、それに関する倫理綱領の熟考

アウトリーチ、ネットワーキング、コーディネーション、ネゴシエーション、ファシリテー
ション、プレゼンテーション、ソーシャルアクション

履修主題 履修内容

オリエンテーション、実習及び実習指導の意義と目的、実習生として
の姿勢　(髙泉・吉岡）

「暗黙知」と「形式知」、講義―演習―実習の循環、ソーシャルワーク・コンピテンシー、
実習経験を通した新たな自己の発見、主体的な自己評価

ソーシャルワークの価値・倫理に関する理解　(髙泉・吉岡）

ソーシャルワークの知識・技術に関する理解　(髙泉・吉岡）

「職場理解―職種理解―ソーシャルワーク理解」の流れ、実習先で準備する基本プロ
グラムと個別プログラム

実習先で関わる他職種の専門性や業務、多職種連携に関する理解
(髙泉・吉岡）

その他

実習全体の流れと到達目標及び評価②　(髙泉・吉岡）

①ソーシャルワーク実習の意義、社会福祉士として求められる役割を理解し、価値と倫理に基づく専門職としての姿勢を養う。
②ソーシャルワークに係る知識と技術について、具体的かつ実践的に理解し、ソーシャルワーク機能を発揮するための基礎的な能力を習得する。

①ソーシャルワークの価値・倫理・知識・技術の概要、ソーシャルワーク実習の意義・目的を説明できる。
②各実習機関の特性や支援対象者、社会福祉士・他職種の役割、根拠法、関連の制度・サービスについて概要を説明できる。
③実習全体の流れ、事前学習・訪問、実習計画書、実習記録、事例研究、事後学習、総括レポート、実習報告会の目的・意義を説明できる。
④実習記録様式・事例研究様式への適切な記載ができる。
⑤ソーシャルワーク実習に臨む実習生としての姿勢、スーパービジョンを受ける姿勢とは如何なるものかを説明できる。

テキスト・
参考図書等

『最新・社会福祉士養成講座８　ソーシャルワーク実習指導・ソーシャルワーク実習［社会専門］』
一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟　中央法規出版

社会福祉士の職業倫理、ソーシャルワークの原理、権利擁護、エンパワメント

事後学習の意義・目的、自己評価、他者評価・相互評価

2年・通年

授業科目
（科目ＩＤ）

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 髙泉 一生

社会福祉士として病院に勤務

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

定期試験、提出物の提出状況や内容、教員の問いかけに対する応答、授業への参加態度（主体的に他者の発言
を聴こう、理解しようとする姿勢、積極的に自分の思いや考えを言語化しようとする姿勢）を総合的に評価する。

レポート

小テスト

提出物

講義



16

17

18

19

20

21

22

23 事前学習、事前訪問、実習計画書の概要　(髙泉・吉岡）

24 事前学習への取り組み①　(髙泉・吉岡）

25

26

27

28

29

30 年間のまとめ　(髙泉・吉岡） 年間の振り返り、次年度に向けて

児童分野の対象者、施設・機関、地域社会の理解

事前学習課題の提示、事前学習様式への記入③　実習計画書様式への記入①

事前学習様式への記入④　実習計画書様式への記入②

各実習分野の対象者、施設・機関、地域社会の理解②　(髙泉・吉
岡）

各実習分野の対象者、施設・機関、地域社会の理解③　(髙泉・吉
岡）

実習記録への取り組み③　事例研究への取り組み③　(髙泉・吉岡）

各実習分野の対象者、施設・機関、地域社会の理解④　(髙泉・吉
岡）

各実習分野の対象者、施設・機関、地域社会の理解⑥　(髙泉・吉
岡）

各実習分野の対象者、施設・機関、地域社会の理解⑤　(髙泉・吉
岡）

事前学習への取り組み③　実習計画書への取り組み①　(髙泉・吉
岡）

実習記録様式への記入⑤　事前学習様式への記入②

医療分野の対象者、施設・機関、地域社会の理解

実習記録様式への記入③　事例研究様式への記入③

実習記録への取り組み④　事例研究への取り組み④　(髙泉・吉岡）

実習記録への取り組み②　事例研究への取り組み②　(髙泉・吉岡）

実習記録様式への記入④　事例研究様式への記入④

実習記録への取り組み⑤　事前学習への取り組み②　(髙泉・吉岡）

現場体験学習、見学実習①

現場体験学習、見学実習②

事前学習への取り組み④　実習計画書への取り組み②　(髙泉・吉岡）

事前学習課題の提示、事前学習様式への記入①

実習記録様式への記入②　事例研究様式への記入②

障害分野の対象者、施設・機関、地域社会の理解

事前学習・事前訪問・実習計画書の位置づけ、意義、目的、方法、様式、留意点

実習報告会の聴講（実習の具体的イメージの構築）(髙泉・吉岡） 実習の実際と実習経験の意味の理解



2023年度 専門学校北海道福祉・保育大学校 社会福祉学科 別紙1

担当教員 吉岡　秀典

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 担当教員

授業形態 (実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

講義

授業科目
（科目ＩＤ）

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ

社会福祉士として病院に勤務

2年・通年

✔



2023年度 専門学校北海道福祉・保育大学校 社会福祉学科

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 1単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 5回 時間数 30時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

％

％

10%

80%

10%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 社会福祉主事実習の振り返り② (髙泉・吉岡） 実習報告

社会福祉主事実習⑧ (髙泉・吉岡） 介護障がい担当課の業務内容について

社会福祉主事実習⑨ (髙泉・吉岡） 家庭児童相談室について

社会福祉主事実習⑩ (髙泉・吉岡） 生活保護の業務内容について

身体障害者更生相談所・知的障害者更生相談所について
健康づくり事業について

社会福祉主事実習⑦ (髙泉・吉岡） 児童福祉について（子育て支援、ひとり親支援、児童相談所等）

社会福祉主事実習の振り返り① (髙泉・吉岡） 実習内容に関するグループディスカッション

札幌市での実習（3日間）は、1年に1回しかなく、日程が決まっており、補充することはできないため、遅刻、欠席、早退とならないように、あらかじめ体調を整えて臨
んでください。

実習に向けての準備① (髙泉・吉岡） 福祉行政に関する基本的理解（行政機関の理解）

実習に向けての準備② (髙泉・吉岡） 福祉行政に関する基本的理解（関係法令の理解）

履修主題・
履修内容

履修主題 履修内容

オリエンテーション (髙泉・吉岡）
本科目の位置づけと意義
実習時期と実習内容、留意点の理解

社会福祉主事実習① (髙泉・吉岡）
行政のしくみ
地域福祉について

社会福祉主事実習② (髙泉・吉岡） 生活保護について

社会福祉主事実習③ (髙泉・吉岡） 高齢者福祉について

社会福祉主事実習④ (髙泉・吉岡） 障がい者福祉について

社会福祉主事実習⑤ (髙泉・吉岡） 精神保健福祉センターについて

社会福祉主事実習⑥ (髙泉・吉岡）

実習

社会福祉行政に関する知識を習得し、社会福祉主事任用資格を取得する。

札幌市での行政実習（社会福祉主事実習）を通して、社会福祉行政や取り組み内容を理解する。

テキスト・
参考図書等

地域リハビリテーションハンドブック（編集・発行：札幌市地域リハビリテーション推進協議会）より適時資料配布

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

・提出物（社会福祉主事実習のまとめ）、小テスト、実習報告（発表）にて評価する

レポート

小テスト

提出物

その他

2年・後期

授業科目
（科目ＩＤ）

社会福祉主事実習 高泉　一生

社会福祉士として病院に勤務✔



2023年度 専門学校北海道福祉・保育大学校 社会福祉学科 別紙1

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 担当教員

授業形態 (実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

実習

授業科目
（科目ＩＤ）

社会福祉主事実習

社会福祉士として病院に勤務

2年・後期

吉岡　秀典

✔✔



2023年度 専門学校北海道福祉・保育大学校 社会福祉学科

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 4単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 30回 時間数 60時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

70%

％

20%

％

10%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 摂食障害・発達障害

気分障害（２）

薬物療法

不安障害・強迫性障害

統合失調症（２）

気分障害（１）

ストレス関連障害

丸暗記でなく、疾患を理解することができれば、国家試験は容易に80％以上の正答が得られますので、集中して授業に参加してください。

生物学的基礎 脳の機能・中枢神経・末梢神経・自律神経

精神障害の概念 精神疾患と精神症状

履修主題・
履修内容

履修主題 履修内容

精神医学の歴史と将来の目標 精神医療の歴史・将来の目標・（当院のPSWの業務）

診断と検査 診断のための問診と検査・（当院のPSWの受診相談）

代表的な疾患 認知症

せん妄・てんかん

依存症

統合失調症（１）

講義

主な精神疾患の症状・経過・治療法と、精神保健福祉法などを理解し、精神保健福祉士として必要な知識を身につける。

福祉専門職および医療従事者として、将来精神医療・精神保健福祉の組織の一員として活躍できるための意欲・知識・コミュニケーション能力を身につける。

テキスト・
参考図書等

『最新　精神保健福祉士養成講座1 精神医学と精神医療』　一般社団法人　日本ソーシャルワーク教育学校連盟　中央法規出版

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

定期試験は年1回施行
原則毎回小テストなどを行い、採点および解説を行う
授業への取り組みを通して、コミュニケーション能力・社会性なども評価対象とする

レポート

小テスト

提出物

その他

2年・通年

授業科目
（科目ＩＤ）

精神医学と精神医療 百野　公平

精神科医として病院に勤務✔



16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

高齢者の施設について

精神医療の動向 精神科医療機関の実態とPSWの業務

まとめ テスト対策・まとめ等

精神医療と保健、福祉の連携 早期介入・精神保健センターや産業医の役割

精神科救急医療システム・認知症初期集中支援チーム

地域包括ケアシステム

医療観察法における入院・通院治療

役割と協働する職種

精神科医療機関における精神保健福祉士の役割 役割と協働する職種

精神科医療機関における治療の実際 外来治療・デイケア・訪問看護

入院治療の歴史・精神保健福祉法における入院形態・精神保健指定医

医療保護入院における退院促進・行動制限

パーソナリティ障害

精神疾患の治療 薬物療法・電気けいれん療法

精神療法・リハビリテーション



2023年度 専門学校北海道福祉・保育大学校 社会福祉学科

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 1単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 8回 時間数 15時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

40%

％

％

40%

20%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

各人が自分自身というものを客観視でき、自分自身の将来についての方向性を持ち、その実現のための手掛かりを得ること、また有意義な学生生活を送ること
ができることを期待します。

自己覚知とストレスマネジメント 自己覚知とストレス・マネジメントについて学習し、今後に活かす

介護福祉実習Ⅱの振り返り 介護福祉実習Ⅱで課題だったこと

履修主題・
履修内容

履修主題 履修内容

目標設定 個人目標とクラス目標の検討

ソーシャルワーク実習に向けて➀ 介護福祉実習を踏まえたソーシャルワーク実習に向けての心構え

ソーシャルワーク実習に向けて➁ 介護福祉実習を踏まえたソーシャルワーク実習に向けての心構え

ソーシャルワーク実習に向けて③ 介護福祉実習を踏まえたソーシャルワーク実習に向けての心構え

資格取得に向けて 介護福祉士・社会福祉士国家試験に関する取り組み

1年間の振り返りと自己評価 1年を振り返り、今後の課題を明確化する（クラス目標含む）

講義

本科目は、各人が自分自身の『こうありたい』という自己イメージを明確にし、その実現のためにどうすれば良いかを考えるとともに、4年間を見据えた各学年に
おける方向性を構想・実践することを目的としている。

➀介護実習からソーシャルワーク実習への円滑な移行を図るため、介護実習での課題や成果を共有し、次の実習に向けても対策をたてることができる。
➁学年末に行われる介護福祉士及び社会福祉士学内模擬試験において受講終了科目が合格点に到達することができる。

テキスト・
参考図書等

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

他者との対話、交流、ディスカッションに取組む姿勢（主体的参加、共感的理解、無条件の肯定的関心、受動
的・積極的姿勢など）、教員の問いかけに対する応答等授業への参加態度、学年末の介護福祉士・社会福祉
士学内模擬試験結果と提出物（提出状況や内容）にて総合的に評価する

レポート

小テスト

提出物

その他

2年・通年

授業科目
（科目ＩＤ）

キャリアデザインⅡ 吉岡　秀典

社会福祉士として病院に勤務✔


